
 

 

 

 

第 ４ 回 

 

 

熊本県議会 

 

教育警察常任委員会会議記録 
 

 

令和４年９月29日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開 会 中 

 

 

場所 第 １ 委 員 会 室 

                 



 

第４回 熊本県議会 教育警察常任委員会会議記録（令和４年９月29日) 

 - 1 - 

第 ４ 回   熊本県議会  教育警察常任委員会会議記録 

 

令和４年９月29日(木曜日) 

            午前９時58分開議 

午前10時50分休憩 

午前10時54分開議 

午前11時５分休憩 

午前11時８分開議 

午前11時31分閉会 

――――――――――――――― 

本日の会議に付した事件 

議案第１号 令和４年度熊本県一般会計補

正予算(第６号) 

議案第19号 財産の無償貸付けについて 

議案第37号 専決処分の報告及び承認につ

いて 

議案第38号 専決処分の報告及び承認につ

いて 

報告第２号 専決処分の報告について 

報告第29号 公益財団法人熊本県武道振興

会の経営状況を説明する書類の提出につ

いて 

報告第30号 公益財団法人熊本県暴力追放

運動推進センターの経営状況を説明する

書類の提出について 

報告第35号 熊本県教育委員会の点検及び

評価報告書の提出について 

閉会中の継続審査事件(所管事務調査)につ 

いて 

報告事項 

 ①地方公務員法の一部を改正する法律の

施行等に伴う関係条例の整備に関する

条例の制定について(教育委員会所管

分) 

 ②令和４年度全国学力・学習状況調査の

教育事務所管内等及び県立中学校の結

果と取組について 

 ③こども図書館(仮称)の整備について 

 ④地方公務員法の一部を改正する法律の

施行等に伴う関係条例の整備に関する

条例の制定について(警察本部所管分) 

 ――――――――――――――― 

出 席 委 員（８人） 

        委 員 長 大 平 雄 一 

        副委員長 池 永 幸 生 

        委  員 城 下 広 作 

        委  員 池 田 和 貴 

        委  員 渕 上 陽 一 

        委  員 岩 田 智 子 

        委  員 末 松 直 洋 

        委  員 前 田 敬 介 

欠 席 委 員(なし) 

委員外議員(なし) 

――――――――――――――― 

説明のため出席した者 

 教育委員会 

         教育長 白 石 伸 一 

教育理事 石 元 光 弘 

教育総務局長 城 内 智 昭 

県立学校教育局長 重 岡 忠 希 

市町村教育局長 古 田   亮 

教育政策課長 竹 中 千 尋 

学校人事課長 鍬 本 亮 太 

文化課長 宮 﨑 公 一 

施設課長 東   敬 二 

高校教育課長 前 田 浩 志 

特別支援教育課長 宮 本 信 高 

学校安全・安心推進課長 野 崎 康 司 

体育保健課長 平 江 公 一 

義務教育課長 藤 岡 寛 成 

社会教育課長 三 角 登志美 

人権同和教育課長 柳 田 壽 昭 

警察本部 

本部長 山 口 寛 峰 

警務部長 清 水 稔 和 

生活安全部長 髙 光 純 司 

刑事部長 開 田 哲 生 

交通部長 西 村   博 
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警備部長 小 川 光一郎 

首席監察官 松 永   透 

参事官兼総務課長 田 中 弘 哉 

参事官兼警務課長 竹 口 光二郎 

参事官 

兼生活安全企画課長 田 尻 正 浩 

 参事官兼地域課長 田 元 雅 文 

参事官 

兼刑事企画課長 井 野 新 輝 

参事官 

（組織犯罪対策） 前 田 嘉 輝 

参事官兼交通企画課長 内 田 義 朗 

参事官(運転免許） 竹 内 英 樹 

参事官兼警備第一課長 松 村 英 志 

参事官 

(警備・災害対策） 八 木 世志一 

理事官兼会計課長 合 瀨 勝 彦 

交通規制課長 堤   信 二 

――――――――――――――― 

事務局職員出席者 

       議事課主幹 甲 斐   博 

     政務調査課主幹 村 山 智 彦 

――――――――――――――― 

  午前９時58分開議 

○大平雄一委員長 ただいまから、第４回教

育警察常任委員会を開会いたします。 

 今回、新型コロナウイルス感染症対策とし

て、３密を防ぐため、教育委員会を前半に、

警察本部を後半に、入れ替えて審議を行うこ

ととしました。 

 なお、本日の委員会は、インターネット中

継を行っておりますので、委員並びに執行部

におかれましては、発言内容が聞き取りやす

いように、マイクに向かって明瞭に発言いた

だきますようお願いします。 

 それでは、本委員会に付託された議案等を

議題とし、これについて審査を行います。 

 まず、付託議案等について執行部の説明を

求めた後に、一括して質疑を受けたいと思い

ます。 

 なお、執行部からの説明は、効率よく進め

るために、着座のまま、簡潔に行ってくださ

い。 

 それでは、教育長から総括説明を行い、続

いて担当課長から順次説明をお願いします。

 初めに、白石教育長。 

 

○白石教育長 おはようございます。 

 委員の皆様方には、日頃から教育行政全般

にわたりまして深い御理解と御支援をいただ

いておりまして、厚くお礼申し上げます。 

 また、去る９月７日の管内視察に際し、執

行部も同行させていただき、この場をお借り

してお礼を申し上げます。 

 議案の説明に先立ちまして、今月６日に、

酒気帯び運転等の容疑で逮捕されました小学

校講師を免職とする懲戒処分を行いました。

 また、先月26日に、県内中学校の教諭が、

児童ポルノ禁止法違反の容疑で逮捕されると

いう事案が発生いたしました。今後、事実確

認を行い、厳正に対処してまいります。 

 県民の皆様の信頼を大きく損ねる事案が今

年度相次いで発生していることを、非常に重

く受け止めております。被害に遭われた方や

全ての関係者、そして県民の皆様に対しまし

て、深くおわび申し上げます。 

 今回の事案を受けまして、改めて管理監督

者に対し、教職員を監督する責任を自覚する

とともに、あらゆる機会を通じて教職員一人

一人の状況を踏まえた指導を行うことや、飲

酒運転の根絶、綱紀の保持及び服務規律につ

いて、周知徹底したところでございます。 

 今後も、全ての教職員が、常に自らの使命

と職責を忘れずに行動するよう、不祥事防止

に係る研修等を継続的に行い、不祥事の根絶

と再発防止に向けて、全力で取り組んでまい

ります。 

 それでは、本会議に提案しております教育

委員会関係の議案等の概要につきまして御説

明申し上げます。 
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 今回提出しておりますのは、予算関係１議

案、条例等関係５議案でございます。 

 まず、９月補正予算についてでございます

が、総額２億5,728万円余の増額補正をお願

いしております。 

 主な内容といたしましては、こども図書館

の設置に向けた準備経費や今年７月の大雨で

被災した県立高校の災害復旧費等でございま

す。 

 また、県立夜間中学の施設整備に係る債務

負担行為についてもお願いしております。 

 次に、条例等議案でございますが、高森高

校教職員住宅跡地に係る財産の無償貸付け外

２議案について提案しております。 

 続いて、報告関係といたしまして、公益財

団法人熊本県武道振興会の経営状況を説明す

る書類の提出について外１件を御報告させて

いただきます。 

 最後に、その他報告事項として、地方公務

員法の一部を改正する法律の施行等に伴う関

係条例の整備に関する条例の制定について外

２件を御報告させていただきます。 

 以上が今回提出しております議案等の概要

でございます。詳細につきましては、関係課

長が説明いたしますので、御審議のほどよろ

しくお願い申し上げます。 

 

○大平雄一委員長 次に、担当課長から説明

をお願いします。 

 

○鍬本学校人事課長 学校人事課です。 

 お手元の説明資料、括弧書きで「令和４年

度９月補正予算等」と記載の資料を御覧くだ

さい。 

 ２ページをお願いします。 

 ９月の補正予算について御説明します。 

 教職員人事費の右側の１、管理運営費の

(1)学校施設等におけるクラスター発生防止

対策事業ですが、これは、新型コロナウイル

ス感染症の感染者を早期に察知し、クラスタ

ーの発生を防止することを目的として、小学

校等の教職員等に対する集中的な抗原検査に

要する経費を計上するものでございます。 

 学校人事課の説明は以上です。 

 

○宮﨑文化課長 文化課でございます。 

 ３ページ上段をお願いいたします。 

 文化費の右側、１、文化財保存管理費の

(1)文化財保存事業ですが、これは、令和２

年７月豪雨で被災した国宝青井阿蘇神社の防

災設備の復旧に要する経費を計上するもので

ございます。 

 次に、美術館費の右側、１、(1)の管理運

営費ですが、これは、新型コロナウイルス感

染症拡大防止のため、美術館設置の布製椅子

の座面等について、消毒の徹底が可能な素

材、合成皮革等などの素材への張り替え等に

要する経費を計上するものでございます。 

 以上、文化課の説明は以上でございます。 

 

○東施設課長 施設課でございます。 

 ３ページの下段をお願いいたします。 

 教育施設災害復旧費の右側の１、教育施設

災害復旧費の(1)県立学校施設災害復旧事業

ですが、これは、令和４年７月の大雨により

被災した球磨工業高校ののり面の復旧に要す

る経費を計上するものでございます。 

 施設課の説明は以上でございます。 

 

○平江体育保健課長 体育保健課でございま

す。 

 ４ページ上段をお願いします。 

 体育施設費の右側、１、県営体育施設整備

費の(1)県営体育施設整備事業ですが、これ

は、県営体育施設において、新型コロナウイ

ルス感染症対策のため、換気機能を備えた空

調設備の整備に要する経費を計上するもので

ございます。 

 体育保健課の説明は以上でございます。 
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○藤岡義務教育課長 義務教育課でございま

す。 

 ４ページの下段をお願いします。 

 教育指導費の右側の１、指導行政事務費の

(1)夜間中学整備事業ですが、これは、令和

６年４月開校予定の夜間中学の施設整備に要

する経費を計上するものでございます。 

 義務教育課の説明は以上でございます。 

 

○三角社会教育課長 社会教育課です。 

 ５ページをお願いいたします。 

 社会教育総務費の右側の１、社会教育諸費

の(1)青少年教育施設管理運営費ですが、こ

れは、青少年教育施設における新型コロナウ

イルス感染症拡大を防止するための自動水栓

化等に要する経費を計上するものでございま

す。 

 次に、(2)こども図書館設置準備事業です

が、これは、安藤忠雄建築研究所との協定に

基づき設置するこども図書館の設置に向けた

準備に要する経費を計上するものでございま

す。 

 こども図書館の整備につきましては、この

後のその他報告事項においても御報告させて

いただきます。 

 社会教育課の説明は以上です。 

 

○藤岡義務教育課長 義務教育課でございま

す。 

 ６ページのほうをお願いします。 

 債務負担行為について御説明します。 

 夜間中学整備事業ですが、これは、先ほど

増額補正をお願いしました夜間中学施設整備

に係る工事費について、令和６年４月の開校

予定に合わせて、令和４年度から５年度まで

の２か年度にわたり工期を設定する必要があ

るため、債務負担行為を設定するものでござ

います。 

 義務教育課の説明は以上です。 

 

○竹中教育政策課長 教育政策課です。 

 ７ページをお願いいたします。 

 情報処理関連業務について、これまでに設

定済みの業務とは別に、ＩＣＴ支援員を令和

５年度の１年間県立学校に配置する業務委託

を行うため、債務負担行為の限度額を増額変

更するものでございます。 

 本委託契約につきましては、プロポーザル

方式で委託先の選定を行うこと、また、委託

先において人材の確保及び育成に要する期間

が必要であることから、本議会での債務負担

行為の変更をお願いするものでございます。 

 ８ページをお願いします。 

 第19号議案として、財産の無償貸付けを提

案するものです。 

 概要につきましては、９ページを御参照く

ださい。 

 これは、令和５年４月の高森高等学校への

マンガ学科の設置に伴い、高森高等学校教職

員住宅跡地について、上から５ポツ目の貸付

けの目的に記載のとおり、高森高等学校等の

生徒を対象とする町営寮の用地として利活用

したいとの要望を受け、高森町に無償で貸し

付けるものです。 

 今回の町営寮の整備は、公共性、公益性の

ある取組であり、高森高校に通学できない遠

方からの生徒の受入れ環境が整備されること

は、県が取り組む高校魅力化に合致し、県教

育行政の推進に資するものと考えておりま

す。 

 このため、高森町の町営寮の整備及び運営

に対して、県としても協力支援を行う必要が

あることから、当該用地について、高森町に

無償貸付けを行うものでございます。 

 10ページをお願いします。 

 第37号議案、専決処分の報告及び承認につ

いてでございます。 

 これは、著作権の侵害に係る和解及び損害

賠償額の決定に関して行った知事の専決処分

について、本議会において報告し、承認をお
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願いするものでございます。 

 11ページの条例等議案関係(概要)を御覧く

ださい。 

 ２、和解の相手方は、著作者である個人、

３、損害賠償の額は、２万8,000円でござい

ます。 

 ４、事案の概要ですが、令和３年４月から

令和４年５月まで、著作者の許諾を得ずに、

その著作物を熊本北高等学校のホームページ

に掲載して著作権を侵害したことに関し、ホ

ームページの管理責任者である県が著作者に

対して損害賠償を行うこととして、著作者と

県との間で損害賠償の額を決定し、和解した

ものでございます。 

 12ページをお願いします。 

 第38号議案、専決処分の報告及び承認につ

いてでございます。 

 これは、ただいま御説明いたしました第37

号議案と関連しておりますが、著作権の侵害

による損害賠償の額の求償に係る和解に関し

て行った知事の専決処分について、本議会に

おいて報告し、承認をお願いするものでござ

います。 

 13ページの条例等議案関係(概要)を御覧く

ださい。 

 ２、和解の相手方は、熊本北高等学校のホ

ームページを制作した者から本件の求償に係

る債務を引き受けた者であるオゾンブルー、

これは個人事業者の屋号でございます。 

 ３、求償額は、２万8,000円でございま

す。 

 ４、事案の概要ですが、令和３年４月から

令和４年５月まで、著作者の許諾を得ずに、

その著作物を熊本北高等学校のホームページ

に掲載して著作権を侵害したことに関し、県

が著作者に対して行う損害賠償の額に相当す

る額を、同校のホームページを制作した者、

すなわち制作過程で著作者の許諾を得ずにそ

の著作物を掲載した者に対して求償すること

として、その求償に係る債務を引き受けたオ

ゾンブルーと県との間で和解したものでござ

います。 

 教育政策課の説明は以上です。 

 

○平江体育保健課長 体育保健課です。 

 14ページをお願いします。 

 報告第29号として、公益財団法人熊本県武

道振興会の経営状況を説明する書類の提出に

ついて御説明します。 

 本報告は、地方自治法の規定により、県が

資本金の４分の１以上を出資している法人等

の決算及び事業計画を提出するものです。 

 説明書類は別冊のとおりですが、本日は、

15ページにお示ししております概要に沿って

御説明します。 

 熊本県武道振興会は、１の財団の概要にあ

りますように、県内武道の振興に関する事業

及び青少年の育成指導に関する事業を行い、

県民福祉の向上に寄与することを目的とし

て、昭和47年３月30日に設立し、平成25年４

月１日より公益財団法人に移行しておりま

す。 

 次に、２の令和３年度事業報告につきまし

ては、武道普及奨励に必要な事業として、講

習会や熊本県武道祭等を開催するとともに、

青少年育成指導に必要な事業として少年武道

教室等を開催しております。 

 次に、３の令和３年度決算につきまして

は、経常収益は3,760万円余、経常費用は 

4,005万円余であり、当期経常増減額はマイ

ナス224万円余でございました。 

 これは、新型コロナウイルス感染症の影響

により、武道振興会が指定管理を行う熊本武

道館の利用料金収入の落ち込みに対して、県

からコロナ交付金を活用した事業継続支援と

して収入面の補塡を実施しましたが、修繕費

等の増に伴い、支出超過となったものでござ

います。 

 次に、４の令和４年度事業計画につきまし

ては、講習会等を開催するとともに、熊本県
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武道祭を11月に開催する予定でございます。 

 最後に、５の令和４年度予算につきまして

は、経常収益3,640万円余であり、経常費用

は3,646万円余でございます。 

 体育保健課の説明は以上です。 

 

○竹中教育政策課長 教育政策課です。 

 16ページをお願いします。 

 報告第35号議案として、熊本県教育委員会

の点検及び評価報告書の提出について御説明

します。 

 今回の点検及び評価は、令和３年度を対象

としております。 

 報告書本体をお手元にお配りしています

が、本日は、17ページ以降の概要に沿って御

説明いたします。 

 上段四角囲みの下、１、報告書について御

説明します。 

 教育委員会では、地方教育行政の組織及び

運営に関する法律第26条の規定に基づき、教

育委員会の権限に属する事務の管理及び執行

の状況に関して、点検及び評価を実施しまし

た。 

 報告書は２部構成となっており、第１部は

教育委員会の活動状況です。この中では、会

議や学校訪問等の実施状況、広報活動等の実

績をまとめています。 

 教育長と教育委員５名から成る教育委員会

は、会議開催や学校訪問、学校行事への参加

等を行いました。 

 また、教育委員会の活動内容については、

マスコミへの情報提供や広報誌、ホームペー

ジを活用した情報発信を行いました。 

 次の第２部は、第３期くまもと「夢への架

け橋」教育プランに関連する教育施策の実施

状況です。 

 全体で15の指標を掲げており、このうち８

つの指標で教育プラン策定時から改善をして

おります。また、横ばいは５指標、悪化した

指標は２指標です。 

 引き続き、目標達成に向け、課題への対応

を進めてまいります。 

 18ページをお願いします。 

 ４、令和３年度の主な取組、課題、今後の

方向性についてを御覧ください。 

 報告書、第２部に記載している内容となっ

ております。 

 見開きの左側のページに、主な取組や課

題、今後の方向性を、右側のページに、指標

の状況を記載しております。 

 それでは、教育プランの基本的方向性に沿

って、主な取組や課題等について御説明いた

します。 

 最初に、基本的方向性１、家庭、地域の教

育力向上についてです。 

 ここでは、重点取組を、家庭教育支援にし

っかり取り組みますとしております。 

 主な取組ですが、「親の学び」オンデマン

ド講座を開発し、ＤＶＤ配付やホームページ

掲載により普及を図りました。 

 課題として、双方向型のオンライン講座実

施に向けた環境面、技術面の支援が必要だと

考えております。 

 次に、基本的方向性２、安全、安心に過ご

せる学校づくりについてです。 

 ここでは、重点取組を、子供たちが安全、

安心に学ぶ学校をつくりますと貧困の連鎖を

教育で断ち切りますの２つとしております。 

 主な取組ですが、１点目として、熊本県人

権子ども集会や教職員を対象とした研修会等

を実施しました。 

 課題として、研修内容や指導資料の工夫改

善が必要だと考えています。 

 次に、２点目ですが、いじめへの対応とし

て、各学校の情報集約担当者向け研修の実施

や県立学校でいじめ匿名連絡サイト(スクー

ルサイン)を運用しております。 

 引き続き、情報集約担当者向け研修におい

て、組織的な対応を指導し、児童生徒への相

談体制を構築してまいります。 
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 ３点目ですが、スクールカウンセラー83

人、スクールソーシャルワーカー21人を配置

し、不登校児童生徒等に対する支援を実施し

ました。 

 今後とも、欠席が10日に達する前に専門家

の支援につなぐ愛の１・２・３運動＋１のさ

らなる推進が必要です。 

 次に、基本的方向性３、確かな学力、豊か

な心、健やかな体の育成についてです。 

 ここでは、重点取組を、「”生きる力”の

基礎となる学力向上を図ります」としており

ます。 

 主な取組ですが、「熊本の学び」アクショ

ンプロジェクトとして、各市町村立学校の支

援に取り組みました。 

 「熊本の学び」ステップアップ研修を実施

し、教員の指導力向上を図り、児童生徒の学

力向上を目指します。 

 また、「高校生のための学びの基礎診断」

活用方針を定め、各校においては、基礎学力

定着のための指導計画を策定しました。 

 この指導計画によるＰＤＣＡサイクルの確

立に向け、学校訪問等を通した指導、助言を

行ってまいります。 

 次に、基本的方向性４、障害や多様な教育

的ニーズに応えるについてです。 

 ここでは、重点取組を、「障がいのある子

供の学びを支えます」としております。 

 主な取組ですが、特別支援学校の児童生徒

の進級や進学等の実態を踏まえ、個別の教育

支援計画に係るガイドラインを改訂しまし

た。 

 教育支援の方法等を引き継げるよう、計画

の意義についての理解啓発を図ってまいりま

す。 

 また、熊本市と合同で夜間中学のニーズ調

査を実施しており、引き続き、令和６年４月

開校に向け、計画的に設置準備を進めてまい

ります。 

 なお、指標の状況につきましては、右側の

ページを御覧ください。それぞれの指標や令

和３年度の実績等を掲載しております。 

 20ページをお願いします。 

 基本的方向性５、キャリア教育の充実とグ

ローバル人材の育成についてです。 

 ここでは、重点取組を「英語教育日本一を

目指します」と「進学や就職の夢を叶えま

す」の２つとしております。 

 主な取組ですが、１点目として、全県立高

校(全日制)でインターンシップを実施しまし

たが、特に普通科生徒の体験の増加が課題と

なっております。 

 次に、２点目ですが、英語外部検定試験受

験料に係る補助を実施しました。 

 引き続き、１、２年生からの積極的な受験

の推進など、着実に取組を進めてまいりま

す。 

 ３点目ですが、八代中学校・高校を国際バ

カロレア認定の申請校に選定しました。 

 今後とも、認知度向上のための周知活動に

力を入れる必要があります。 

 次に、基本的方向性６、魅力ある学校づく

りについてです。 

 ここでは、重点取組を「魅力ある学校づく

りを進めます」としております。 

 主な取組ですが、熊本スーパーハイスクー

ル構想に基づき、各学校の特色を明確化する

スクール・ミッションを策定しました。 

 引き続き、魅力化に向けた取組を実施して

まいります。 

 また、防災型コミュニティー・スクールか

ら総合型への移行手続が、全ての県立高校、

特別支援学校で完了しております。 

 引き続き、教育課程や学校経営計画等にも

地域の声を反映し、地域に開かれた学校運営

に努める必要があります。 

 次に、基本的方向性７、子供たちの学びを

支えるについてです。 

 ここでは、重点取組を「教員の指導力向上

を図ります」と「ＩＣＴ教育日本一を目指し
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ます」の２つとしております。 

 主な取組ですが、１点目として、在校等時

間の上限方針に係る周知チラシを作成し、県

立学校の全教職員に配付しました。 

 働き方改革に係る取組状況に差が見られる

ことから、引き続き周知、啓発を行ってまい

ります。 

 ２点目ですが、給食を実施している県立学

校、特別支援18校、定時制２校の給食費公会

計化に向け、条例を制定し、食材調達業務の

効率化についても検討を進めました。 

 令和５年度からの県立学校給食費の公会計

化の実現に取り組みます。 

 ３点目ですが、県立学校について、１人１

台端末及び普通教室等の校内通信ネットワー

クの整備が完了しました。 

 引き続き、未整備の特別教室、体育館等に

ついて、整備の完了に向けて取り組んでまい

ります。 

 次に、基本的方向性８、文化、スポーツの

振興と生涯学習の推進についてです。 

 県スポーツ協会のクラブアドバイザーや市

町村と、総合型地域スポーツクラブの設置促

進等に関する情報交換を実施しました。 

 引き続き、総合型クラブのさらなる設置促

進及び指導者の育成と活動内容の充実が必要

です。 

 最後に、基本的方向性９、災害からの復

旧、復興についてです。 

 令和２年７月豪雨で被災した文化財、国・

県指定、国登録43件のうち22件が復旧しまし

た。 

 引き続き、災害復旧を進めてまいります。 

 指標状況につきましては、右側のページを

御覧ください。 

 以上、御説明しました点検及び評価につい

ては、本日報告後、報告書をホームページに

掲載する予定です。 

 今後とも、教育委員会の取組状況を県民の

皆さんに広く知っていただくよう努めてまい

ります。 

 教育政策課の説明は以上です。 

 

○大平雄一委員長 以上で教育委員会の説明

が終わりましたので、質疑を受けたいと思い

ます。 

 なお、質疑は、該当する資料のページ番

号、担当課と事業名を述べてからお願いしま

す。 

 また、質疑を受けた課は、課名を言って、

着座のままで説明をお願いします。 

 あわせて、繰り返しになりますが、発言者

の方は、マイクに少し近づいて、はっきりと

した口調で発言いただきますようお願いしま

す。 

 それでは、質疑はありませんか。 

 

○城下広作委員 ２ページでちょっと確認し

たいんですけれども、この第７波で、よくコ

ロナが学校関係で生徒、教職員の方も感染し

たと思うんですね。この辺で、大体どのくら

いの先生が感染し、授業に影響したとか、そ

ういう何か状況が簡潔に分かればちょっと説

明していただきー状況をちょっと把握したい

と思いまして。 

 

○鍬本学校人事課長 学校人事課でございま

す。 

 学校人事課におきましては、このクラスタ

ー発生防止事業ということで、この事業自体

は、昨年度の予算を一旦繰り越して、今年度

も９月まで実施をしております。 

 今回補正に上げましたのが10月以降の分と

いうことで、今回上程をしているところでご

ざいますけれども、ちなみに、今までにこの

抗原検査、これを延べ２万6,389人という検

査、これは６月末まででございますけれど

も、検査をしております。そのうち、陽性者

が16名判明したということで報告を受けてお

ります。 
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 そういうことで、もしこういう検査をしな

ければ、この陽性者も浮かび上がらなかった

可能性もあるということで、数的には少ない

んですけれども、この検査については、やっ

たことによって一定の効果があったのではな

いかというふうに考えております。 

 学校人事課のほうで今ちょっと把握してい

る数値としては以上でございます。 

 

○城下広作委員 今検査をして、16名の方は

分かったと、この先生は、多分あの時期は、

10日間出れないから、接触できないから、休

まにゃいかぬと、その分だけ誰か先生がカバ

ーして授業を補わにゃいかぬ、大変だったと

思うんですね。 

 恐らく、６月のデータですから、それ以降

もまだ増えたんだろうとは思うんですけれど

も、しっかりこれを事前にこうやってやるこ

とによって、早く分かり、感染の拡大を防ぐ

ということは大事なことかなと思って、大事

な予算だというふうに思います。 

 続けてよろしいですか。 

 ４ページの部分で、例の夜間中学の整備、

２年後を目指して頑張られるんですけれど

も、特に政令市の熊本市と連携というのがあ

って、県と熊本市である程度連携しながら方

向性も決めていこうとなった。 

 この県と市のいろいろ打合せするときの方

々は、もう完全にお互い県職員、市の職員だ

けで物事を決めていくというか、いろいろ課

題があるんですけれども、先生の配置の問題

とか給食の問題とか、今質問でありましたよ

うに、ああいう課題の部分は、職員の方が集

まって、職員で全て決めていくという流れな

のか、ほかの外部の意見なんかも聴くような

形で取っているのか、この辺の状況をちょっ

と確認させてください。 

 

○藤岡義務教育課長 義務教育課でございま

す。 

 今御質問等ありました件につきまして、例

えば、教育課程であったり、教職員の配置等

であったり、また給食の有無等々、そのこと

につきましては、県、私どもと熊本市と連携

しながら今協議を進めているところでござい

ます。 

 また、一方で、いわゆる夜間中学の在り方

全体等を御検討いただく場としまして推進協

議会というのを立ち上げておりまして、そこ

には外部有識者であったりだとか関係団体等

に入っていただきまして、各方面から意見を

いただいて、今準備を進めているところでご

ざいます。 

 以上でございます。 

 

○城下広作委員 ぜひ、期待も高いと私は思

います。 

 それで、先行事例というか、全国的にも先

発で開校しているところのいいところ、それ

と問題があるところとか、問題はそんなない

でしょうけれども、そういうことをしっかり

参考にしながら、よりよい――熊本の場合は

新しくできるわけですから、非常に今までの

全国のことをよくまとめられて、参考にしな

がら、さすが熊本だなと言えるような学校の

部分の流れで頑張っていただきたいと思いま

すので、ぜひ頑張っていただきたいと思いま

す。 

 

○池田和貴委員 すみません、夜間中学です

ね。本当、今城下委員がおっしゃったよう

に、ぜひいい学校にしていただきたいという

ふうに思います。 

 １点、これはちょっと事務的な問題なのか

もしれないんですけれども、この補正予算、

全て一般財源で賄われていますけれども、こ

れは、国庫支出金とか地方債とか使うことじ

ゃなくて、なぜ一般財源で全てやることにな

ったのか、ちょっとそこを説明していただけ

ますか。 
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○藤岡義務教育課長 義務教育課でございま

す。 

 その点につきまして、地方債、また国庫等

も最終的に入りまして、いろいろな補助を受

けまして進めるところでございます。 

 

○池田和貴委員 どういうことですか。これ

は、だって、ここでは全部一般財源2,500

万、補正額、全額一般財源でしょう。今の説

明だと、ちょっと私、ごめんなさい、理解で

きなかったんですけれども。 

 

○藤岡義務教育課長 一応県のほうで予算を

立てておりますが、最終的には国が設定して

おります校舎等に関しましての補助金であっ

たりだとか、そういうものを最終的には活用

させていただくという形で考えているところ

でございます。 

 

○池田和貴委員 すみません、どういうこ

と。ここではまだはっきりしてないってこと

ですか、財源構成とか。 

 

○古田市町村教育局長 ここに上げておりま

すのは一部でございまして、総額はまた別

に、全く――今補正の分で上げている分は、

これで一般財源のほうでやるんですけれど

も、総額はまた来年度予算に組む予定でござ

います。 

 

○池田和貴委員 まあ、適切な処理をされて

いるだろうとは思いますけれども、後でまた

ちょっと説明していただけますかね。すみま

せん、よろしくお願いします。 

 すみません。ありがとうございました。 

 

○末松直洋委員 同じ夜間中学の関連ですけ

れども、施設整備費ということであります

が、何か地震で建てられた建物を活用される

ということを聞いたんですけれども、そこは

いかがでしょうか。 

 

○藤岡義務教育課長 義務教育課でございま

す。 

 今御指摘いただいたとおり、今回の夜間中

学の建物、施設設備のほうでございますけれ

ども、南阿蘇村にございます木造応急仮設住

宅の資材、部材等を活用した形で建設のほう

を考えているところでございます。 

 以上でございます。 

 

○末松直洋委員 その一部じゃなくて、全校

舎をこの建物で活用するということですね。 

 

○藤岡義務教育課長 はい、そうでございま

す。 

 

○末松直洋委員 あと２点ですね。 

 夜間中学、全国的にも県立でやるというと

ころは非常に珍しい、初めてかな。九州では

初めてですか。(「九州では初めて」と呼ぶ

者あり)ということですけれども、今、県の

ほうに問合せは来ているんでしょうか。 

 

○藤岡義務教育課長 ありがとうございま

す。 

 現在、九州の中では、鹿児島県がまたうち

に続いて設置表明をしておりまして、今、鹿

児島県からもいろいろ情報提供を求められて

いる状況がございまして、いろいろ情報提

供、また、お互いに情報交換しながら、今進

めているところでございます。 

 以上でございます。 

 

○末松直洋委員 県自体に、夜間中学ができ

れば入校したいという、そういった問合せま

ではまだ来てないということでしょうか。 

 

○藤岡義務教育課長 まだ具体的な問合せと
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いうのはありませんけれども、今本県のほう

で予定しておりますのが、本年度中に入学意

向調査というものを実施する予定でございま

して、この中で広く周知をしながらそういう

声をしっかりと集めていきたいというふうに

思っているところでございます。 

 なお、すみません、続けまして、今、相談

窓口等も本課のほうに設置をいたしておりま

して、質問事項等々ございましたら、こちら

のほうにというところでホームページ等々で

お知らせをしておりますが、具体的な中身、

質問事項はまだ数件しかありませんが、まだ

具体的に実際入りたいというところまでの状

況には至ってないというような状況でござい

ます。 

 

○末松直洋委員 分かりました。 

 それともう１点、夜間中学、熊本県立夜間

中学という校名なのか、それプラス何か考え

ておられるのか、そこをちょっとお聞かせい

ただきたいと思います。 

 

○藤岡義務教育課長 ありがとうございま

す。 

 校名につきましても、校名検討委員会のほ

うを今立ち上げておりまして、どのような決

め方をしていくのかということを今後また検

討していく今段階でございます。 

 

○末松直洋委員 ありがとうございます。 

 蒲島知事が誰一人取り残さないという教育

方針でありますので、この方針に沿って、県

民もすごく期待しておりますので、ぜひ力強

く進めていただきたいと思います。要望で

す。 

 

○岩田智子委員 やっぱり夜間中学、県立で

できるということで、熊本市の湧心館の中に

ということで、期待もとても大きいし、やっ

ぱりそこでまた学び直しというかな、そうい

うことをしたいと思っていらっしゃる方もた

くさんいらっしゃると思います。 

 予想されるのは、例えば外国籍の方とか不

登校だった方とかが来られて、この前もプラ

ンが出て読ませていただいたんですけれど

も、15歳以上、中学校を卒業した人たちを対

象にするということ、それから、20人１クラ

スぐらいの規模にするというようなことが具

体的に書かれていましたけれども、想像した

ら、そのクラスの、例えば20人来たとして、

外国籍の方がいたり、不登校の、ある程度ち

ょっと日本のお勉強ができる方がいたりと

か、いろんな方がいて、本当20人に１人でい

いんだろうかとか、そういう検討もこれから

もされるのかどうか、もうそれは決まりなの

か、もう決まったのかをちょっと教えてくだ

さい。 

 

○藤岡義務教育課長 今御質問いただいた件

でございますが、今先生のおっしゃるとお

り、様々な背景といいますか、様々なバック

グラウンドを持った生徒さんたち、多分国籍

等もいろいろ、また、年齢もいろいろという

状況であるというふうに想像しているところ

でございます。それに対応できる教職員また

は支援員等の配置につきまして、今後また検

討していくという段階でございます。 

 

○岩田智子委員 さっき城下委員も言われま

したけれども、先進校がありますよね。これ

を今から考えていかれる方々が、やっぱり視

察に行ったりとかされると思うんですけれど

も、どこに行くとか、どこに行ったとかいう

のが分かれば教えていただければなと思って

いるんですけれども。 

 

○藤岡義務教育課長 これは、近年で申し上

げますと、例えば徳島県であったり、また福

岡市であったりというところに、今、ちょっ

と視察等でいろいろ情報を収集しているとこ
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ろでございます。その他、教育委員会等に直

接尋ねたりだとか、そういうところでいろん

な形で今情報収集をしているところでござい

ます。 

 

○岩田智子委員 もう随分前なんですけれど

も、大阪の夜間中学に私ちょっと訪問して、

そのときに中国籍の方とお知り合いになっ

て、いろいろお話をして、この20年ぐらいず

っと年賀状のやり取りをしているんですよ

ね。 

 そこで字を覚えられて、すごくやっぱり字

を書くのがうれしくて、お手紙の交換をして

いいですかとそのとき言われてするようにな

ったんですけれども、そうやってやっぱりそ

こで学ぶということが、自分のこれからの幸

せになるようなことになるような場所にして

ほしいなということが私の要望なので、いろ

んな方にやっぱり話を聞いたり、あと、その

検討委員の中にいろんな有識者とかも入ると

おっしゃいましたけれども、そこに経験者と

か、夜間中学を卒業して今こんなことをして

いますというような方とかも、たまには――

ずっとじゃなくても、お話を聞いたりとかす

ることでいいものがつくれるのじゃないかな

というふうに思っています。 

 これは要望です。よろしくお願いします。 

 

○城下広作委員 せっかくだけん、夜間中学

が盛り上がりましたので。 

 入学の希望者、正式には今からまたかける

んですけれども、ちょうど１年前に事前にア

ンケートを取って、出来たら入校したいです

かと言うたら、もう既にそれは100名を超え

る方が入校したいという意向はある程度分か

っていますので、後は具体的にこういう形の

方針とか、こういう形の内容ですよと細かく

決まったことをまたやると、さらに人が、そ

のアンケートの当時よりももっと、周知の仕

方をもっと工夫すると、さらにやっぱりばっ

と興味を持つ人が増えるんじゃないかという

ことで、１年前のアンケートは非常に大事な

データ、それに甘んじることなく、さらにま

た情報を広くし、また、より広い方にそのこ

とが分かるような伝え方というのを工夫する

のは大事じゃないかなと思いますので、ぜひ

頑張っていただきたいと思います。 

 それで、最後の部分の確認で、９ページの

部分でございます。 

 例の高森高校の教職員住宅の跡地で、いわ

ゆる高森高校は、全国から漫画とかいろんな

形で学ぶという形で大変ありがたいことで、

まさにこういうことをどんどんどんどん、も

ったいない場所をこうやって有効的に使うと

いうのは大事なんですけれども、これは、何

名ぐらいここには生徒が寮として使えるのか

なと、ちょっとその規模を教えてください。 

 

○竹中教育政策課長 すみません、ちょっと

今手元に資料がありませんので、後ほど御説

明させていただきます。 

 

○城下広作委員 だから…… 

 

○竹中教育政策課長 すみません、失礼しま

した。 

 町営寮については、木造平屋建て、定員６

名、３棟、計18名入居で予定されているとこ

ろと承知しております。 

 

○城下広作委員 ということは、希望する生

徒は大体賄われるんでしょうか、それともや

っぱり選択をしてある程度絞らなきゃいけな

い、これはどうなんでしょうかね。 

 いや、もう本当、こういうところだと恐ら

く安く提供できて、ある意味ではいいのかな

と思って。なかなか民間もないでしょうか

ら。県外から結構今人気があって来るじゃな

いですか。だから、これがこういう活用され

るというのは非常にいいことだという前提
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で、大体どのぐらいの希望者があって、それ

が充足するのか、足りずにやっぱりごめんね

という状況なのか、その辺のことです。 

 

○前田高校教育課長 高校教育課でございま

す。 

 高森町の先ほど話のあった町営寮につきま

しては、これは一番女子寮を想定しておられ

まして、女子の生徒さんが18名定員というこ

とになっております。 

 現状では、女子の生徒さん、この間のオー

プンスクールの御希望も非常に多かったんで

すが、ほぼ埋まってしまうんじゃないかとい

う想定は今のところ町のほうもされておられ

るようですが、そこの定員を超えるところま

でになるかというのは、まだ非常に微妙なと

ころだなというふうにはお伺いしておりま

す。 

 

○城下広作委員 まあ、その女子寮もいいん

ですけれども、仮にこの漫画のほうで今度は

男性がいて、今度は男性はそういうのはない

のかと、男女平等の社会のときに、女子寮だ

けそういうのを設けて、男性のはどぎゃんで

んよかよと、これもまた一方でちょっとばか

し問題があるんじゃないかと思って、その辺

のことは少しバランスも、いや、だから男女

一緒の寮とかそうじゃなくて、女子寮を考え

ているなら、男性は男性のニーズも絶対ゼロ

じゃないと思うけん、それはそれで考えて、

経済的にはそういうのがあったほうがいいと

いう人も多分おられるでしょうし、その辺は

やっぱりちょっと配慮も必要かなというのは

改めてここの部分で感じますので、それはし

っかりまた頭に入れといてください。これは

要望で結構です。 

 

○前田高校教育課長 高校教育課でございま

す。 

 私の説明が十分でございません。すみませ

ん、失礼しました。 

 男子寮につきましては、そのそばにありま

す旧高森高校の寮を全面的に改築されて、男

子寮は別に造られるというふうにお伺いして

おります。失礼しました。 

 

○城下広作委員 分かりました。了解でござ

います。 

 

○大平雄一委員長 ほかに質疑は。 

 

○渕上陽一委員 ４ページの体育保健課です

ね。 

 県営体育施設の整備、空調設備をやるとい

うことでありますけれども、これはどこにな

るんですか。 

 

○平江体育保健課長 体育保健課でございま

す。 

 今回、計画、予定しておりますのは、体育

３施設でございます。１つが、八代運動公園

の野球場の更衣室でございます。さらに、２

つ目としまして、県立総合体育館の更衣室２

か所でございます。それともう１か所が、総

合射撃場の管理棟とライフル棟、以上３施設

についてを予定しているところでございま

す。 

 

○渕上陽一委員 分かりました。 

 これから先は議案からちょっと外れるんだ

ろうというふうに思いますけれども、コロナ

対策で空調をしっかりやるというのはよく理

解をしておりますので、やっていただければ

というふうに思いますけれども。それと同時

に、今温暖化でどんどんと温度が上がってく

るような状況の中で、教室のほうはもうしっ

かりとクーラー等も入ったというふうにお聞

きしているんですけれども、これから考えて

いかなければならないのは、例えば体育館と

かですね。 
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 例えば、全校集会とか文化祭とかいろんな

ことをやるときに、やはり体育館のほうもク

ーラー等もしっかり、空調をしっかりやって

いくことが必要になってくるというふうに思

っておりますので、まあこれは議題とは関係

ないので、今後のそういった体育館施設をど

う考えていかれるかというのは、後でも構い

ませんし、もし、いやいや、体育館はもう今

半分ぐらい入っていますよとか、もしくはも

う全然入ってないので、これから計画を立て

ていこうというのがあれば、後ででも教えて

いただければというふうに思います。 

 しっかりと体育館のほうも私はやはりクー

ラーを入れていくべきではないかなというふ

うに思いますので、よろしくお願いします。 

 

○東施設課長 体育館についてのお尋ねでご

ざいましたので、施設課のほうからお答えさ

せていただきます。 

 現在、県立高校の体育館の空調の設置状況

ですけれども、今のところ設置の例はござい

ません。と申しますのは、その理由といたし

ましては、やはり断熱性の問題、それから設

置費用の問題、さらには設置後のランニング

コストの問題等がございまして、常設という

形は取っておりません。 

 ただ、必要に応じてスポットクーラーを用

いる等ということで対応しております。具体

的に申しますと、さきの令和２年７月豪雨の

際にも、避難所となりました体育館には、そ

ういうスポットクーラー等あるいはリース対

応という形で対応したという例はございま

す。 

 状況としては以上でございます。 

 

○渕上陽一委員 スポットクーラーというこ

とで、避難施設等、急々でそのように対応を

されたんだろうというふうに思いますけれど

も、しかしながら、今からのことを考えたと

きに、コストがかかろうがかかるまいが、や

っぱり必要なものは私は必要になってくるん

だろうなというふうに思いますので、しっか

り検討しながら、できるときが来れば私はや

ったほうがいいんだろうというふうに思いま

すので、どうかよろしくお願いしたいと思い

ます。 

 

○大平雄一委員長 ほかにございませんか。 

 

○池田和貴委員 15ページ、熊本県武道振興

会の経営状況に関する書類のことでちょっと

聞きたいと思います。 

 今議会でも、いわゆる物価高だとかエネル

ギーの高騰だとか、それに対する支援策とか

いうのがかなりやっぱり出てまいりました。

新聞で見ると、最低賃金も上がって、いわゆ

る今までのデフレ状況から、社会はインフレ

のほうに行っているんですよね。 

 そんな中で、この武道振興会の管理委託料

が、3,292万から令和４年度は3,167万に減っ

ているんですよ。社会的な状況はそうなんで

すけれども、ここは管理委託料が減っている

と。 

 この管理委託料の計算の仕方というのはど

うなのか分からないんですけれども、こうい

う状況の中で何でこれは減らせることができ

たのかなと思って、ちょっとそこは疑問だっ

たので、その辺ちょっと説明していただけま

すか。 

 

○平江体育保健課長 体育保健課でございま

す。 

 熊本武道館のほうは、武道振興会のほうに

管理委託を現在しまして、今回の指定管理が

２年目という状況でございます。 

 昨年度、今委員御指摘の管理委託料が令和

４年度のほうが安くなっているという御指摘

でございますけれども、当初、管理委託料は

ほぼ同額でございましたが、コロナによりま

して、県のほうから――武道館の利用者が非



第４回 熊本県議会 教育警察常任委員会会議記録（令和４年９月29日) 

 - 15 - 

常に激減をいたしまして、利用料収入が落ち

込みました。したがいまして、その補塡を県

のほうでいたしましたので、その補塡分がこ

こに入り込んでいるという、そういう状況で

ございます。 

 説明は以上でございます。 

 

○池田和貴委員 ということは、令和３年度

の委託料の3,292万の中に県が補塡した金額

がプラスされているから、この金額になって

いるということでよろしいですか。 

 

○平江体育保健課長 はい、そういう形でご

ざいます。 

 

○池田和貴委員 ということは、実質は上が

っているというふうに考えていいんですか

ね、当初ベースで比べたら。 

 

○平江体育保健課長 当初ベースで比べまし

たら、５年計画で、金額はほぼ同じ金額での

…… 

 

○池田和貴委員 同じ金額ということです

か。 

 

○平江体育保健課長 はい。委託契約を結ん

でいるという状況でございます。 

 以上でございます。 

 

○池田和貴委員 分かりました。 

 もちろん、委託契約については相手方がい

らっしゃることだと思うんですが、例えば、

昨日の国会では、今後の電気代の値上がりに

対して約１兆円以上の補正予算が組まれるな

ど、今後、電気料だとかガス代だとか、そう

いったのが物すごい値上がりをすることによ

って、それを政府のほうで支援しようという

ような形になっているんですね。それくらい

やはりエネルギーコストの増大がいろんなと

ころで影響を及ぼしているということになる

と思います。 

 そう考えると、やはり、その委託料の中に

その辺が盛り込まれているかどうか分からな

いんですけれども、結局同じ金額でいくとい

うことは、その辺の、いわゆるエネルギーコ

ストの上昇分というのは、どこでどう処理さ

れるんだろうなというのがちょっと私疑問と

してあったものですから、やっぱりそういっ

たところも、きちんと現場の皆さん方との話

の中で考えていくほうがいいんじゃないかな

というふうに思いました。どっかが無理して

やっていくのは、短期間ならできますけれど

も、多分それをやっていくとひずみが出てき

て、最終的に大きな問題になる可能性がある

ので、その辺はぜひしっかりと現場の方々の

話を聞いた上でやっていただきたいというふ

うに思います。 

 以上です。 

 

○平江体育保健課長 体育保健課でございま

す。 

 今委員のほうから御指摘がございましたエ

ネルギー等の高騰に伴う物価高、これによっ

て非常に利用料金収入あたりが、まあ利用者

が減少し、減るのではないかと、そこについ

ての対策はということの御指摘だったかとい

うふうに思います。よろしいですか。 

 

○池田和貴委員 ちょっと今のでは、私が言

っているのとは違うんですよ。 

 じゃあ、そこでかかるエネルギーコストと

いうのは、利用者が負担するってことです

か。この施設管理者が負担するというんじゃ

なくて。 

 

○平江体育保健課長 利用料金のほうを、現

状ではなかなか運営が難しいということで、

指定管理者のほうから、これは武道振興会も

含めまして、ほかの県営体育施設の指定管理
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者のほうからも、県のほうに相談、協議がご

ざいました。 

 例年ベース、数年間と比較しまして、そこ

の落ち込みが現実的に見られましたので、条

例の範囲内で利用料金を若干上げるというよ

うなことでの協議がございましたことについ

ては、了承して、その形で10月１日から新し

い料金で指定管理者のほうが運用するという

ふうなところで対応しているところでござい

ます。 

 以上でございます。 

 

○池田和貴委員 分かりました。ありがとう

ございます。 

 

○大平雄一委員長 ほかにございませんか。 

  （「ありません」と呼ぶ者あり) 

○大平雄一委員長 なければ、これで教育委

員会に係る質疑を終了します。 

 それでは、説明員の入替えのため、ここで

５分間休憩いたします。 

 再開は、10時55分といたします。 

  午前10時50分休憩 

――――――――――――――― 

  午前10時54分開議 

○大平雄一委員長 休憩前に引き続き会議を

開きます。 

 まず、付託議案等について執行部の説明を

求めた後に、一括して質疑を受けたいと思い

ます。 

 なお、執行部からの説明は、効率よく進め

るために、着座のまま、簡潔に行ってくださ

い。 

 それでは、警察本部長から総括説明を行

い、続いて担当課長から順次説明をお願いし

ます。 

 初めに、山口本部長。 

 

○山口警察本部長 おはようございます。 

 委員の皆様方におかれましては、平素から

警察行政の各般にわたり、御支援、御協力を

いただいておるところでございます。この場

をお借りして、心から御礼を申し上げます 

 また、先日は、委員会管内視察として熊本

北合志警察署を御視察いただき、誠にありが

とうございました。 

 それでは、今回、県警察から提案しており

ます３件の議案等につきまして、概要を御説

明いたします。 

 まず、報告関係についてです。 

 報告第２号、専決処分の報告については、

専決処分させていただきました５件の交通事

故の和解及び損害賠償額の決定についての報

告でございます。 

 報告第30号、公益財団法人熊本県暴力追放

運動推進センターの経営状況を説明する書類

の提出については、熊本県暴力追放運動推進

センターの令和３年度決算と令和４年度事業

計画に関する書類を提出するものでございま

す。 

 次に、その他の報告事項についてです。 

 これは、総務常任委員会で御審議いただい

ております地方公務員法の一部を改正する法

律の施行等に伴う関係条例の整備に関する条

例の制定について報告させていただくもので

ございます。 

 詳細につきましては、それぞれ担当者から

説明をさせますので、御審議のほどよろしく

お願いいたします。 

 

○大平雄一委員長 次に、担当課長から説明

をお願いします。 

 

○松永首席監察官 監察課でございます。 

 報告第２号の専決処分について御報告をさ

せていただきます。 

 付託議案関係と記載されている説明資料の

１ページから３ページを御覧ください。 

 令和２年10月から令和４年４月にかけて発

生しました本県警察職員が運転する公用車に
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よる５件の交通事故に関して、事故の相手方

と熊本県との間で損害賠償の額が決定し、和

解が成立しましたので、御報告いたします。 

 事故の概要につきましては、３ページの資

料のとおりであり、助手席ドア開放時のバイ

クへの衝突や停車中の車両への追突など、５

件の交通事故のいずれもが県側の過失が大き

いもので、県側から資料のとおりの賠償額を

支払い、和解が成立いたしました。 

 なお、賠償につきましては、加入している

任意保険を使用して全額支払い済みです。 

 損害賠償が発生した交通事故に関しまして

は、運転者の不注意による交通事故であり、

職員への指導をさらに徹底し、公用車の交通

事故防止に努めてまいります。御審議のほど

よろしくお願いいたします。 

 以上でございます。 

 

○前田参事官 組織犯罪対策課でございま

す。 

 私からは、報告第30号、公益財団法人熊本

県暴力追放運動推進センターの経営状況を説

明する書類の提出について御説明いたしま

す。 

 同センターにつきましては、県が出資して

いる法人であることから、地方自治法の規定

に基づき、決算や事業計画に関する書類を県

議会へ提出するものでございます。 

 説明につきましては、配付されております

付託議案関係の６ページが暴追センターの経

営状況について取りまとめたものとなってお

りますので、同資料を基に決算等の概略につ

いて御説明させていただきます。 

 なお、詳細は、次ページ以降の資料となり

ます。 

 同センターは、暴力のない明るく住みよい

熊本県の実現に寄与することを目的に設立さ

れた公益法人であり、暴力団排除のための広

報啓発、暴力相談への対応及び暴力団離脱者

に対する社会復帰支援等を積極的に推進して

おります。 

 令和３年度の決算につきましては、収入が

3,648万円余、支出が3,589万円余、収入、支

出の差額は59万円余となっております。 

 次に、令和４年度事業計画について御説明

いたします。 

 令和４年度も、前年度に引き続き、暴力団

を許さない県民意識の高揚、暴力団等による

不当な行為からの被害防止を事業の基本と

し、相談活動事業、暴力団離脱者更正促進事

業等の犯罪被害者救済事業、広報啓発事業、

暴力団排除組織・団体等への支援事業等の犯

罪被害防止事業を行ってまいります。 

 令和４年度の予算額につきましては、収入

が１億4,367万円、支出が１億4,367万円、収

入、支出の差額は０円でございます。 

 なお、令和４年度の予算額につきまして

は、同センターにおいて、公益目的保有財産

として保有している国債の一部が令和５年３

月に満期となるため、投資活動の償還収入と

して１億円が通常分より加算計上されている

ものです。 

 投資活動収入を除いた令和４年度の予算額

につきましては、適格都道府県センター制度

に関する補助金500万円を含んだ4,117万円と

なっております。 

 償還収入の１億円につきましては、再度、

投資活動として国債に支出、充当する予定で

あります。 

 同センターは、県警察と緊密に連携し、引

き続き適正かつ効果的に各種事業の推進を図

ることにしておりますので、同センターの活

動に対する御理解とお力添えをお願いいたし

ます。 

 以上で説明を終わらせていただきます。御

審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

○大平雄一委員長 以上で警察本部の説明が

終わりましたので、質疑を受けたいと思いま

す。 
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 なお、質疑は、該当する資料のページ番

号、担当課と事業名を述べてからお願いをい

たします。 

 また、質疑を受けた課は、課名を言って、

着座のままで説明をお願いします。 

 それでは、質疑はありませんか。 

 

○城下広作委員 確認をさせてください。 

 ３ページの専決処分の１番の部分で、パト

カーの助手席のドアを開けて後ろからバイク

がばんとぶつかったと。これは、バイクが 

375万ということで、どんなバイクなのか。

相当やっぱりいいバイクなんですか。 

 

○松永首席監察官 今の委員の御質問の１番

の公用車の交通事故のバイクについて御説明

を申し上げます。 

 この375万といいますのは、バイクは、籠

つきのいわゆる原動機付自転車でございまし

て、バイクそのものの損傷は約１万1,000

円、前籠の擦過とか左部分の擦過程度で、バ

イクの損傷はその程度でございます。 

ただ、乗っておられました運転者の方がけ

がをされたということで、その治療費とか慰

謝料、休業補償等が入ってこの金額になって

おります。 

 以上でございます。 

 

○城下広作委員 分かりました。 

 いわゆる、これは物損というよりも人身の

ほうの…… 

 

○松永首席監察官 人身の扱いでございま

す。 

 

○城下広作委員 ほとんど割合が高かかった

ってことですね。 

 

○松永首席監察官 はい。 

 

○城下広作委員 分かりました。了解です。 

 

○大平雄一委員長 ほかにありませんか。 

 

○池田和貴委員 １点、すみません。この熊

本県暴力追放運動推進センターのことについ

てちょっとお伺いしたいんですけれども、こ

のセンターが担っている事業というのはとて

も大事なことだというふうに思いますので、

今後継続していくことが望ましいというふう

に思っています。 

 その上で、令和４年度の予算で、事業活動

収入が4,100万のところ、事業活動支出が 

4,300万ということで、最初から支出が収入

を超えるようなことで予算計上されているん

ですけれども、慢性的にやっぱりそういうふ

うになって資金不足になっていって、本来必

要とされている事業に影響がないかどうか、

ちょっとその辺が心配されるところなんです

けれども、まあ全部こっちの資料を見ている

わけじゃないんですけれども、当初から約 

200万支出のほうが増加という予算の組み方

で大丈夫なのかなとちょっと思ったので、そ

の辺説明をしていただければというふうに思

います。 

 

○前田参事官 各賛助金、そういったものあ

るいは補助金、寄附金等で賄っているような

状況であります。現時点で支障が出ていると

いう話は聞いておりません。 

 以上です。 

 

○池田和貴委員 分かりました。 

 先ほども言いましたように、このセンター

の役割ってすごく私はあるというふうに思い

ますので、ぜひこのセンターの機能がきちん

と発揮されるような形で運営をしていただく

ようにお願いしておきます。 

 ありがとうございます。 
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○大平雄一委員長 ほかにございませんか。 

  （「ありません」と呼ぶ者あり) 

○大平雄一委員長 なければ、これで警察本

部に係る質疑を終了します。 

 それでは、説明員の入替えのため、ここで

５分間休憩をいたします。 

 再開は、11時10分を予定しています。 

  午前11時５分休憩 

――――――――――――――― 

  午前11時８分開議 

○大平雄一委員長 休憩前に引き続き会議を

開きます。 

 それでは、ただいまから、本委員会に付託

されました議案第１号、第19号、第37号及び

第38号について、一括して採決したいと思い

ますが、御異議ありませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり) 

○大平雄一委員長 御異議なしと認め、一括

して採決いたします。 

 議案第１号外３件について、原案のとおり

可決または承認することに異議はありません

か。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり) 

○大平雄一委員長 異議なしと認めます。よ

って、議案第１号外３件は、原案のとおり可

決または承認することに決定しました。 

 次に、閉会中の継続審査事件についてお諮

りします。 

 議事次第に記載の事項について、閉会中も

継続審査することを議長に申し出ることとし

てよろしいでしょうか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり) 

○大平雄一委員長 それでは、そのように取

り計らいます。 

 次に、その他に入ります。 

 執行部から報告の申出が４件あっておりま

す。 

 まず、報告について執行部の説明を求めた

後に、一括して質疑を受けたいと思います。 

 それでは、報告をお願いします。 

 

○鍬本学校人事課長 学校人事課です。 

 お手元の説明資料、括弧書きで「その他報

告事項」と記載の資料を御覧ください。 

 １ページをお願いします。 

 本定例会の議案として、総務常任委員会に

おいて、地方公務員法の一部を改正する法律

の施行等に伴う関係条例の整備に関する条例

の制定について提案されていますが、改正内

容に熊本県立学校職員の給与に関する条例

等、教育委員会所管分の条例が含まれていま

すので、その概要について報告します。 

 ２の改正の内容ですが、令和５年４月１日

以降、定年が60歳から65歳まで段階的に引き

上げられることにより、60歳に達した職員の

給与について、国家公務員との均衡の原則等

を考慮し、給与水準を７割とする等の必要な

措置を講ずるものでございます。 

 ３の改正内容の詳細ですが、大きく分けて

３つございます。 

 １つ目は、60歳に達した日以後の最初の４

月１日以降、給与月額を７割水準とするもの

でございます。 

 ２ページをお願いします。 

 ２つ目ですが、管理監督職勤務上限年齢

制、いわゆる役職定年制の導入に伴い、管理

監督職の職員は、原則として、勤務上限年齢

である60歳に達した日以後の最初の４月１日

に管理監督職以外の職に降任することになり

ます。この場合に、４月１日以降の給料が、

降任する前の給料月額の７割水準となるよ

う、管理監督職勤務上限年齢調整額を支給す

るものでございます。 

 ３つ目は、地方公務員法の改正により再任

用制度が廃止されることに伴い、60歳に達し

た日以後に退職した職員を短時間勤務の職に

採用することができる定年前再任用短時間勤

務制が導入されること、定年の段階的な引上

げ期間中、現行の再任用制度と同様の仕組み

である暫定再任用制度が措置されること、こ
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れらのことから、対象となる職員の給与につ

いて、必要な規定を設けるものでございま

す。 

 ４の条例の施行期日ですが、改正法の施行

日である令和５年４月１日でございます。 

 学校人事課の報告は以上です。 

 

○藤岡義務教育課長 義務教育課でございま

す。 

 ３ページのほうをお願いいたします。 

 令和４年度全国学力・学習状況調査の教育

事務所管内等及び県立中学校の結果と取組に

ついて御報告いたします。 

 １、教育事務所管内等の状況を御覧くださ

い。 

 (1)教科に関する調査結果概要について御

説明します。 

 表の１段目は、全国平均、２段目は、県平

均の正答率でございます。 

 県平均では、小学校では、国語と理科は全

国平均とほぼ同じ状況であり、算数は全国平

均を下回っています。中学校では、理科は全

国平均とほぼ同じ状況であり、国語と数学は

全国平均を下回っています。 

 次の３段目以降は、各教育事務所管内、山

鹿市及び熊本市教育委員会の平均でございま

して、網かけをしている部分は、全国平均を

上回っている項目でございます。 

 次に、(2)県教育委員会の主な取組につい

て御説明いたします。 

 県教育委員会では、県、市町村教育委員会

及び学校の代表で構成する学力向上推進本部

を設置し、熊本の学びを支え、学力向上を目

指す熊本の学びアクションプロジェクトとし

て、誰一人取り残さない学びの保障と教員一

人一人の授業力向上を推進しているところで

ございます。 

 主な取組は３点でございます。 

 １点目は、課題の改善に向けた重点取組の

共有とその課題解決に向けた参考資料の提供

でございます。 

 各学校への通知や各管内校長会議での講話

を実施し、取組を共有しています。 

 また、全国学力・学習状況調査結果を基

に、継続した課題である問題の提示やその克

服に向けた指導のポイント等を具体的に示し

た資料をホームページに掲載しております。 

 ２点目は、各学校の教員一人一人の授業力

向上に向けた研修の実施です。 

 熊本の学びステップアップ研修では、本県

及び各学校の課題に焦点を当てた実践的演習

の実施を行っています。 

 さらに、中学校国語と数学の担当教員を対

象に、文部科学省教科調査官を講師とした授

業力向上研修会をオンラインで実施いたしま

した。 

 このほか、同じくオンラインで実施してお

ります「熊本の学び」わくわくサークルで

は、中学校の５教科において、スーパーティ

ーチャーによる授業実践や全学調の結果を踏

まえた協議や授業についての意見交換の場を

提供いたしました。 

 ４ページのほうをお願いいたします。 

 ３点目は、これまで申し上げました様々な

取組の成果等を検証する県学力・学習状況調

査の実施でございます。 

 12月に実施する予定で、調査結果を基に、

教員の授業及び子供の学習状況の成果と課題

を明らかにし、学校総体で改善に取り組む学

力向上検証改善サイクルの推進に取り組みま

す。 

 調査実施後は、学習のアドバイス等を記し

た個人票及び子供一人一人の課題に応じた学

習プリントを提供し、課題克服を支援してま

いります。 

 ２、県立中学校の状況について御報告しま

す。 

 (1)教科に関する調査結果概要についてで

すが、表のとおり、国語、数学、理科共に全

国平均を上回っております。 
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 なお、(2)主な取組に示しておりますとお

り、探求型学習の推進、研修会実施による授

業力向上、ＩＣＴの活用推進などに取り組

み、中高一貫教育校としての特徴を生かした

教育実践を引き続き推進してまいります。 

 義務教育課の報告は以上でございます。 

 

○三角社会教育課長 社会教育課です。 

 ５ページをお願いいたします。 

 こども図書館の整備について御報告しま

す。 

 １、安藤忠雄氏からの提案についてです。 

 今年の２月に、世界的な建築家の安藤忠雄

氏から、子供たちが、いろいろな本に出会

い、読む習慣を身につけ、判断力や表現力を

養い、感性や創造力を育んでほしいとの思い

でスタートしたこども図書館を、ぜひ本県で

整備したいとの御提案をいただきました。 

 このこども図書館は、設計、施工費用を安

藤氏が負担され、建物完成後に自治体に寄贈

されるものです。これまで、大阪市、岩手県

遠野市、神戸市の３か所でオープンしていま

す。 

 次に、２、整備場所でございます。 

 安藤氏にも現地を見ていただき、水前寺江

津湖公園の豊かな自然の中で、子供たちが本

と出会い、本に親しめる場を提供するため、

県立図書館の南側隣接地、地図の赤色で着色

したエリアを予定しています。 

 最後に、３、整備スケジュールでございま

す。 

 先月８月23日に、安藤忠雄建築研究所とこ

ども図書館の整備に係る協定を締結しまし

た。 

 来年２月定例会において、負担つき寄附受

納の議案を教育委員会から提出する予定で

す。 

 来年春に建設着工し、約１年間の工事を経

て、令和６年春のオープンを予定していま

す。 

 なお、この内容については、総務常任委員

会においても、知事公室から御説明します。 

 社会教育課の報告は以上です。 

 

○竹口参事官 警察本部警務課でございま

す。 

 地方公務員法の一部を改正する法律の施行

等に伴う関係条例の整備に関する条例の制定

について御説明いたします。 

 別冊資料の教育警察常任委員会説明資料、

その他報告関係を御覧ください。 

 本件につきましては、地方公務員の定年引

上げに伴い、県関係の条例を一括して改正す

るものであり、総務常任委員会において審議

されることから、報告事項としております。 

 警察のみに関連する条例は２つであり、こ

のうち熊本県警察職員の懲戒に関する条例に

つきましては、減給の懲戒処分を受けた職員

の減給額の算出要領について改正をするもの

です。 

 また、熊本県警察職員の特殊勤務手当に関

する条例につきましては、地方公務員法の一

部改正により条ずれが生じたことから、所要

の改正を行うものです。 

 施行日につきましては、改正地方公務員法

が施行されます令和５年４月１日となってお

ります。 

 以上、御審議のほどよろしくお願いいたし

ます。 

 

○大平雄一委員長 以上で執行部の説明が終

了しましたので、質疑を受けたいと思いま

す。質疑はありませんか。 

 

○岩田智子委員 全国学力・学習状況調査の

報告がありますが、報告で県立中学との平均

とかの差がすごいなというふうに改めて思う

んですけれども、やっぱりこの状況調査は、

私が考えるに、やっぱり毎年違う子供が受け

ますよね。違う子供が受けるということ、そ



第４回 熊本県議会 教育警察常任委員会会議記録（令和４年９月29日) 

 - 22 - 

れと、平均というのを、もう平均、ただの平

均であるということをやっぱりしっかり先生

方も思って、一人一人の子供たちがどこにつ

まずいているのかということを、まあしっか

り見ていらっしゃると思うんですが、実は現

場にいると、やっぱりクラスが何個もある

と、あのクラスよりもうちのクラスが低いと

か、やっぱりその平均でちょっと見てしまう

んですよね。すると、何かやらせなんとか、

何かいろんな気持ちがやっぱり教員としては

沸くんですね、いろんなこと。それがやっぱ

り、この状況調査がどういうことを目指して

いるのかというのを、やっぱり子供にも、先

生方自体にもしっかりやらないと、平均が何

よりも低かったとか、新聞とかばっと出ます

よね、全国で熊本がどうのって。あれを見た

ら、何かはっと思うけれども、実はそうでは

ないということを、各学校の先生方、保護

者、それから子供たちにも伝えていただきた

いなというふうに思っています。 

 私は、個人的には悉皆には反対なので、こ

れは、状況でいろんなやり方でどういう教育

をしていくのかというのをはかる意味では必

要なものだとは思いますが、それは置いとい

て、そういうことをちょっと要望したいと思

っています。よろしくお願いします。 

 

○渕上陽一委員 今、学力調査ということで

話がありました。私も、今回、たまたま、一

般質問がありましたので、中学校、小学校を

回らせてもらいました。 

 本当に先生たちが苦労しながら頑張ってお

られるのは十分分かりましたし、今の現状、

教職員になりたいという人たちがだんだん少

なくなってきているというのを考えたとき

に、本当に先生たちは厳しいんだなというふ

うによく分かります。 

 ただ、今回、平均のテストの結果が出てい

るんですかね。ところが、多分、この小学

生、中学生の中には、どれ一つ答えられるこ

とができなかった子供たちも多分いるんだろ

うなというふうに思います。 

 今日、教育長のほうから、冒頭お断りの話

がありました。チーム学校というのがありま

すが、例えば、本当に回答できなかった子た

ちをどうやるかというのを真剣に考えなが

ら、やはり分からないときに勉強に１時間座

っとくのはきついんですね。やっぱり常々に

どっかでつまずいているというのをしっかり

と見てあげて、そして、その子たちをどう先

生たちが対処するか。多分、その学校の先生

たちがみんなで子供に向き合って、この子は

英語１つでも、数学１つでも、理科１つでも

答えられるようにやろうという、そのチーム

がもし学校の中にあれば、いろんな不祥事も

減っていくだろうというふうに思います。 

 今回思いましたのは、先生たちとお会いし

たときに、先生は自分の子供に先生をさせま

すかという話をしたとき、いやいや、なかな

か厳しいから、自分の子供を教職員にはとい

う話がありました。 

 私は、先生というのは、本当に立派な仕事

で、先生は自分の子供を先生にしたいとなる

のが私は当たり前だろうというふうに思いま

すし、学校をそうやってつくれば、横にずれ

る人も少ないだろうし、自分の学校のとき

は、こうやってみんなで力合わせて、子供た

ちにしっかりと授業とか補習をやったんだと

いう、本当の意味でのチーム学校をどうつく

っていくかというのを、本当に私は今考えな

ければならないときに来たんだろうというふ

うに思いますので、大変なことは十分分かっ

ていますけれども、どうかもう一回子供たち

にしっかり向き合えるように頑張っていただ

きますように、これは要望です。よろしくお

願いしときます。 

 

○藤岡義務教育課長 義務教育課でございま

す。 

 今、先生方の励ましのお言葉、ありがとう
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ございます。 

 確かに、全国学力・学習状況調査の目的と

いうのは、平均点そのものではなくて、一人

一人の子供たちにどうしっかりと対応してい

くのかというところ、それを改めて学校、ま

た私どもが振り返る場、また、一人一人にど

のように対応していくのかというところをし

っかり考える場であるというふうに認識をし

ているところでございます。 

 今、各学校、校長会のほうに回らせていた

だいているところでございますが、その中で

も今申し上げさせていただいておりますの

が、平均点そのものは、もちろんそれは出て

くるからあるだろうというふうには思います

けれども、そこよりも大事なことは、一人一

人の子供たちにしっかり寄り添ってください

と、特に、熊本の学びアクションプロジェク

トで常々言っております定着確認の徹底とい

うんですか、一人一人をしっかりと見取りな

がら、それを学校総体として取り組めるよう

な、そういうような取組をお願いします、ま

た、それに向けて私たちも全力で支援してま

いりますということで、今申し上げさせてい

ただいているところでございます。 

 引き続き、しっかり頑張ってまいりたいと

思います。 

 

○大平雄一委員長 ほかにございませんか。 

  （「ありません」と呼ぶ者あり) 

○大平雄一委員長 なければ、これで報告に

対する質疑を終了いたします。 

 最後に、その他に入りますが、本日は出席

職員を限定しているので、この場で回答でき

ない場合については、後日回答させていただ

きますので、御理解と御協力をお願いしま

す。 

 委員の皆様から、何かありませんか。 

 

○前田敬介委員 すみません。ちょっと高校

の先生から相談、相談というよりも、まあそ

ういう話があったんですけれども、物品、あ

とは光熱費、かなり上がってきておりまし

て、先生方が物品を買うためにエアコンを準

備の段階で消して作業をされているというお

話がありました。 

 お金が足りないという、そういう声が上が

ってきていないか、そういう調査をしている

か、お尋ねしてよろしいでしょうか。 

 

○鍬本学校人事課長 学校人事課でございま

す。 

 今委員のほうから御質問ありました、学校

における、例えば空調の関係でございますけ

れども、当課でちょっと県立学校を所管して

おりますけれども、今の時点で、特に予算的

にその空調費が足りないとか、そういったと

ころの直接的なまだ相談は受けてはおりませ

んけれども、ただ、昨今のこの燃料代高騰

で、いずれ今後予算が不足してくるというよ

うなことも想定されるかと思います。 

 また、今後、その辺りはしっかりちょっと

学校からも現状をお伺いして、不足する場合

にはまたしかるべき措置も必要かなと思いま

すので、現状の把握は今後努めたいというふ

うに思っております。 

 

○前田敬介委員 今の時点でそういう声があ

っているので、確認していただいて、少しで

も環境を、先生たち――子供はそういうふう

に整備されていますけれども、子供たちと同

時に先生たちの環境も含めて対応していただ

ければと思います。 

 あわせて、もう１個いいですか。すみませ

ん。 

 前回視察のときに、ひのくに高等支援学校

を見させていただいたときに、クリーニング

の作業部屋でしたか、あの部屋にエアコンが

ついてないというお話が出たと思いますが、

どういうふうに、何か動いているとかあれば

教えていただきたいなと思います。 
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○竹中教育政策課長 学校のほうと今担当課

のほうで連絡を取り合っているところで、ち

ょっとその辺また詳細を聞き取って、御報告

させていただきます。 

 

○前田敬介委員 ありがとうございます。 

 

○大平雄一委員長 ほかにありませんか。 

 

○岩田智子委員 この代表質問で西議員が、

統一教会関係について知事に質問されたと思

うんですが、旧統一教会の関連のあるいろん

な行事に関して、いろいろ今日も新聞に載っ

ていましたけれども、知事は、そういう反社

会的なことをされていた、まあしているよう

なところと関連あるところには関わるべきで

はないというふうにおっしゃっていたと思う

んですが、いろんな教育関係でも、ピュアフ

ォーラムとかいろんなもので、いろんな行事

があって明るみに出てきて、実はいろんなと

ころで元教育長という肩書の人が役員になっ

ていたりとか、いろいろあったんですが、現

教育長は、知事はもうそういうものには関わ

るべきではないとおっしゃっていますが、教

育長はどう思われていますか。 

 

○白石教育長 今回の一連の旧統一教会の関

連団体と言われている、まあピュアフォーラ

ムとか、それから国際平和大使かな、そうい

うところで過去県がイベントの後援をしてい

たという事実はありまして、これは去年ぐら

いまでだと思うんですけれども、それについ

ては、もちろん知事の思いと同じで、我々と

しても――そのときはちょっと分からなかっ

たものですから、後援していたという事実は

ございますが、そういった県民とかに懸念を

抱かれるような団体の後援については、我々

も、今後そういったことはしないということ

でいろんなところにも御説明差し上げていま

すし、そういう考え方でおります。 

 

○岩田智子委員 やっぱりいろんな肩書の方

がその役員に名を連ねていらっしゃると、や

っぱりこれはいいものだろうかなというふう

に思ってしまう。やっぱり、特に平和とか、

何か家庭とか、普通に使う言葉、いいなとい

う言葉で行くと、そういう中身だったという

ことで、私もすごく懸念をして、私は行った

ことはないんですけれども、そういう言葉が

聞けて安心しました。 

 以上です。 

 

○大平雄一委員長 ほかに何かありません

か。 

  （「ありません」と呼ぶ者あり) 

○大平雄一委員長 以上で本日の議題は全て

終了いたしました。 

 最後に、陳情・要望書が３件提出されてお

ります。参考として、お手元に写しを配付し

ております。 

 それでは、これをもちまして第４回教育警

察常任委員会を閉会します。 

 お疲れさまでした。 

  午前11時31分閉会 
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